













































































































































































前シテ：Sola Fide Sola Fide Sola Fide　
（中略）
中入り　　笛
シテ　：ちからなる　神は　わが強き　やぐら
地謡　：力なる　神は　わが強きやぐら　悩み苦
しみを　防ぎまもりたもう　悪しき敵の　
手立て尽し　攻め来るも　なにか恐れん　
なにか恐れん
後シテ：いかで頼むべき　わが弱きちから
地謡　：神のことばは　かたく世に立ちて　み霊
とたまもの　わが内に　溢る　わが内に　
溢る
後シテ　願わくは2）
地謡　：願わくはルーテル，おのれの功名にあら
ず，普天率土の勅命に依れり，さあらば」
十方恒沙の諸神。ルーテルに力を合わせ
て賜びたまへとて，十字架を胸に捧げつ
つ，天を仰ぎ，頭（こうべ）を地につけ，
骨髄の丹誠聞き入れ納受せしめ給へや
ワキ　：謹上再拝
地謡　：いかにやルーテル，いかにやルーテル。
頼めや頼めただたのめ
後シテ：童男壇の上に上がり
地謡　：童男壇の上に上がって，ルーテルに三拝
の膝を屈し
後シテ：ちやうと打つ
地謡　：ちゃうちゃうと打ち響きたる雷（いかづ
ち）の音，天地に響きておびただしや
ワキ　：かくて九十五ヶ条打ち立てまつり，表に
ルーテルと記したり
後シテ：神體時の弟子なれば，
ワキ　：ルーテルとは
後シテ：これなれや
後シテ：我，ここに立つ　 
地謡　：インダルジェンティス（贖宥），悪魔世
に満ちて　襲いせまるとも　この世の君　
狂いたてど　何を恐れん　頼むべきは　
われにあらず　ただ神の恩寵のみ　
 万軍の主なる神　万軍の主なる神　神の
国は　なおわれのもの3）。
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シテ　：上田公威　シテ方観世能楽師
ツレ　：上田拓司　シテ方観世能楽師　
地謡　：上田大介　シテ方観世流能楽師
笛　　：竹市　学　藤田流笛方　　
語り１　雷の体験，塔の体験等（上村）
ツレ　：これは，羅馬より参りたる使者にて候。さ
ても今参ること余の儀にあらず，迷える
人々を救わんがために参り候。ここに免
罪符というものあり。免罪符を召され候へ
シテ　：キリエ　エレイソン（主よ憐れみ給へ）
クリステ　エレイソン（キリストよ憐れ
み給へ）
 キリエ　エレイソン　クリステ　エレイ
ソン　
シテ：　主にありて救われるとは，いかなること
にて候ふぞ
ツレ　：免罪符によりてこそ救われん
シテ　：何事にて候か。そもそも免罪符とはいか
なるものにて候か。
ツレ　：罪赦され，免罪符　天の扉を開かん　憂
き世の中に　とく出でて　先考先比　諸
共に　黄泉に堕ちし　すべてのもの　焦
熱地獄に喘ぐ諸人（もろびと）　即座に　
救われん
シテ　：義　こそ救いの道なり
ツレ　：笑止なり。黄金により，汝も，祖霊も天
の道にいたらんぞ。死せる者，罪の者は　
この赦免によりて　罪赦され　煉獄の苦
しみから　のがるること　あたはん
シテ　：謹み　敬ひて申す。　血に贖（あがな）わ
れし　十字架は　いずこにぞあらん　神
のみことばは　クリストに　あらわれたり
地謡　：聖骸布を拝め　聖遺物をあがめよ　文字
（もんじ）の読めぬ　賎しき者たちには　
聖なる書物も　なんとせん　黄金（こが
ね）を　天に高く積み　功徳のまことを
捧げ　花のうてなの　天を衝く　尖塔建
て　鐘　打ち鳴らし　生きとし生けるもの　
また　すべての死せる者　高らかに　天
の御門（みかど）に　諸共に　入らん　
ツレ　：聡（さと）き者なく　義なる人もなく　
みな迷ひて　相共に　空しくなれり。　
今はただ免罪符を求め　神の御救いにあ
ずからん　舌には　詭計（たばかり）　口
唇（くちびる）のうちには　蝮の毒あり　
律法（おきて）をおこなふ者のみ　義と
せらるべし。羅馬（ローマ）の　御座
（みざ）の言葉こそ　偽らざる　真実なり
シテ　：信仰のみ
地謡　：信仰のみ　信仰によりてこそ　天の恵
みを　受けにけり　その古（いにしへ）
の伝えに，いわく　狭き門より　入れと
ぞ　大伽藍を建てんがための勧進は　天
の御旨に非ず　人の義とせらるるは　律
法（おきて）の行為（おこなひ）によら
ず　ただ　天の　恵みに　あらんずるぞ
シテ　：神の仁慈（なさけ）　汝を　悔改（くい
あらため）に　導くを　知らざるか　そ
の義（ただ）しき　審判（さばき）の顕
（あらわ）るる　怒りの日に及ぶなり
地謡　：羅馬（ローマ）を　恐れ　秩序を知るべ
し　すべて　財宝（たから）を天に積む
ものには栄光と平安あれ　ただただ　勅
に従へ　義（ただ）しき人なし　一人だ
になし　されば知れ　義なる人は　信仰
によりて　生くべし　汝ら義の　そなへも
のを　献（ささげ）て　あしき人は陰府
（よみ）にかへるべし　なんじ　身の塵を　
ふりおとせ　人の義とせらるるは　律法
（おきて）の行為（おこなひ）によらず
シテ　：善をなす者
地謡　：善をなす者　一人だになく　咽（のど）
は　開きたる墓　その口は詛（のろひ）
と苦（にがき）とにて満つ　おそるるな
かれ　われ　なんじの名を　よべり　な
んじは　わが有（もの）なり　水中（み
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新作能「ルター」（試作）の意味
づのなか）を　すぐるとき　ともにあら
ん　河のなかを過ぐるときは　水　なん
じの上に　あふれじ　なんじ火の中をゆ
くとき　焚るることなく　火炎（ほの
ほ）また燃えつかじ
シテ　：願わくは
地謡　：願わくは　ルーテル　おのれの　功名に
あらず，アブラハムの信仰に依れり　さ
あらば　十方恒沙の諸神　ルーテルに力
を合わせて賜びたまへとて　十字架を捧
げつつ　天を仰ぎ　頭を地につけ　骨髄
の丹誠　聞き入れ納受せしめ給へや
シテ　：謹上再拝 
シテ　：インストラクティオ　スンマリア
シテ　：いかにやルーテル　いかにやルーテル　
頼めや頼め　ただ頼め
シテ　：ルーテル　聖壇の上に上がり
地謡　：ルーテル　聖壇の上に上がって　三拝の
膝を屈し
シテ　：ちやうと打つ
地謡　：ちゃうちゃうと打ち響きたる雷（いかづ
ち）の音，天地に響きて　おびただしや
シテ　：かくて九五カ条　打ち立てまつり，表に
ルーテルと記したり
 神體時の弟子なれば
 ルーテルとは
 これなれや
シテ　：我　ここに立つ　神よ加護のあらんことを　
アーメン
地謡　：インダルジェンティス（免罪符），悪魔
世に満ちて　襲いせまるとも　この世の
君　狂いたてど　何を　恐れん　頼むべ
きは　われにあらず　ただ神の恩寵のみ　
万軍の主なる神　万軍の主なる神　神の
国は　なおわれのもの4）
語り２（上村）
シテ　：もろもろの神の神に感謝せよ　その憐憫
（あはれみ）は　とこしへに　たゆるこ
となければなり
地謡　：もろもろの主の主にかんしゃせよ　その
憐憫（あはれみ）はとこしへにたゆるこ
となければなり
 ただ　独り　おほいなる　奇跡なしたま
ふものに感謝せよ　そのあはれみは永遠
（とこしへ）にたゆることなければなり
シテ　：汝をつくれるもの
地謡　：汝をつくれるもの　今かく言い給ふ　お
そるるなかれ　我　なんじを　贖（あが
な）へり
 我　なんじの名をよべり　
 なんじら　義のそなへものを　献（ささ
げ）て　なんぢ　身の塵をふりおとせ
シテ　：神はわがやぐら
地謡　：神はわがやぐら　ちからなる神は　わが
強き　やぐら　悩み苦しみを　防ぎまも
りたもう　悪しき敵の　手だて尽し　攻
めきたるも　なにか　恐れん　神ともに
いませば5）
注
 1） ホーエンツォレルン家のアルブレヒト大司教の名
と紋章をもった一般指示書。この指示書がテッ
ツェルをして贖宥券の誤った説教をさせる源泉と
ルターは知るに至って，沈黙を破った。
 2） 以下謡曲「小鍛冶」の引用により構成した。
 3） 教会讃美歌450番より。
 4） 同上
 5） 同上
